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化
学
薬
品
を
使
う
と
、
生
物
群
集
が
活
躍
で
き
ず
、
薬
品
を
使
わ
な
い
方
法
を
模
索
し
た
。 

化
学
薬
品
で
発
癌
物
質
が
生
成
す
る
事
が
わ
か
り
、
薬
品
を
使
わ
な
い
緩
速
ろ
過
、
粗
ろ
過
が
注
目
さ
れ
た
。 

サモアに、最新の上向粗ろ過があったのに、本当に驚いた。 



 
私は、1974 年と 1976 年に、サンパウロ大、サンカルロス連邦立
大へ、藻類培養と、ダム湖生態系利用への助言ででかけた。 

宮古島市はサモアの水道支援に動きだした。 

１
９
７
４
年
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
緩
速
ろ
過
指
針
を
出
版
し
た
。 

ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
で
凝
集
剤
を
使
わ
な
い
上
向
流
粗
ろ
過
実
験
を
し
た
。 



 

ろ
過
池
で
は
、
環
境
が
変
化
し
、
新
し
い
藻
が
繁
殖
。 

ダ
ム
湖
の
流
入
部
は
、
河
川
環
境
か
ら
、
急
に
流
れ
が
遅
く
な
っ
た
。 

上田市のろ過池では、糸状になる藻だけが繁殖していた。 
河川から流入した藻は繁殖していなかった。 

糸
状
の
藻
に
は
入
っ
て
き
た
濁
り
が
絡
み
つ
い
て
い
た
。 

1988 年から、緩速ろ過国際会議が開かれるようになった。 



 

水
を
大
量
に
使
う
の
で
、
養
魚
場
へ
の
水
路
の
水
を
使
っ
て
実
験
を
し
た
。 

緩速ろ過も、上向流粗ろ過も、生物群集の活躍による浄化だった。 

１
９
９
６
年
の
国
際
会
議
で
、
紹
介
さ
れ
た
粗
ろ
過
指
針
を
手
に
入
れ
早
速
、
学
生
と
実
験
を
し
た
。 

1996 年の会議では、上田市の藻の繁殖がろ過抵抗を少なくすると発表。 



 

スリランカの熱帯の泥水を原水として、上向粗ろ過で濁り対策をする
浄水場を建設するに、助言して完成させた。 

生
物
群
集
の
活
躍
、
藻
は
酸
素
を
つ
く
り
、
動
物
の
餌
に
も
な
る
。
動
物
の
糞
塊
の
中
で
の
分
解
が
鍵
。 

上
向
流
粗
ろ
過
を
３
回
繰
り
返
し
た
。 

バングラデッシュでは、難分解性の農薬分解
のため、上向流粗ろ過を４回繰り返した。 



 
2018 年 8 月、第 11 回太平洋水会議（ニューカレドニア）で、
講演と展示発表をした。 

生
物
群
集
の
活
躍
で
、
お
い
し
い
水
が
で
き
て
い
た
。 

薬
品
を
使
わ
な
い
、
上
向
流
粗
ろ
過
は
本
当
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
。 

藻の繁殖を研究していたので、最初は、藻の役割を強調した。でも、
緩速ろ過処理は、分解が鍵。それは、微小動物の役割が鍵だった。 



 

NPO 地域水道支援センターを設立し、水に困っている
人達を応援しようとしだした。 

日
本
語
で
も
、
解
説
冊
子
を
つ
く
っ
た
。Q

R

コ
ー
ド
で
読
め
ま
す
。 

『
お
い
し
い
水
の
つ
く
り
方―

２
』
は
唯
一
の
技
術
解
説
本
。 

2018 年 8 月、第 11 回太平洋水会議（ニューカレドニア）で、
英文の解説冊子を配った。QR コードでダウンロードできます。 



 上向流粗ろ過も、生物群集の活躍と、現場で自信をつけた荒川さんは、
張り切って、名古屋市で開催した 2014 年の国際緩速ろ過会議で、
発表してくれた。 

NPO として、新潟県見附市で信濃川の濁り対策での
上向流粗ろ過のパイロット試験をした。 

見
附
市
の
現
場
は
、
新
潟
県
で
上
下
水
道
の
維
持
管
理
を
し
て
い
た
荒
川
さ
ん
が
活
躍
し
て
く
れ
た
。 

上
向
流
粗
ろ
過
に
底
に
溜
ま
っ
て
い
た
汚
泥
は
、
活
性
汚
泥
と
同
じ
で
、
沈
降
性
が
良
か
っ
た
。 



 

沈
殿
池
の
構
造
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。 

仕組みは良いが、熱帯の雨による泥水に対して、
明らかに容量が小さ過ぎた。 

NPO の仲間の一人が、私の考えを発信しようと、
「Doctor中本の EPS資料室/古くて新しい水処理技
術の紹介」と言うホームページを開設してくれた。 沖

縄
の
宮
古
島
の
人
と
行
っ
た
サ
モ
ア
に
は
、
最
新
の
上
向
粗
ろ
過
が
導
入
さ
れ
て
い
た
の
に
本
当
に
驚
い
た
。 



 
緩速ろ過は生物群集の活躍。細かな砂だと、水には粘性があるので、
水はゆっくりと流れる。生物は餌がくる表面近くで活躍する。 

多層式の上向流粗ろ過も仕組みは良いが、容量が小さ過ぎた。 

酷
い
雨
が
降
っ
て
も
、
土
壌
の
中
に
は
、
泥
水
は
入
ら
な
い
。
緩
速
砂
ろ
過
で
も
同
じ
、
表
面
だ
け
に
濁

り
が
く
る
が
、
砂
層
内
部
に
は
泥
は
入
ら
な
い
。 

熱
帯
の
雨
期
の
豪
雨
は
、
も
の
凄
い
水
量
の
濁
水
が
取
水
堰
に
く
る
。 



 

生物が活躍しないなら、入ってくる濁りは、砂の表面に付着する。
細かな砂の方が、付着面積は大きい。 

沖縄での JICA 研修では、毎回、モデルを皆でつくり、仕組みを理解し
てもらっている。また、活躍する微小生物を顕微鏡で見せている。 

生
物
が
活
躍
す
る
な
ら
、
細
か
な
砂
で
あ
る
必
要
は
な
い
。 

緩
速
ろ
過
は
、
生
物
群
集
の
活
躍
の
視
点
が
必
要
。 


